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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，Pelargonium属Hoarea節野生種のユニークな特性を持つ新品種の育成で
ある．Hoarea節に属するP. rapaceumの葉片および葉片由来カルスのコルヒチン処理によって4倍体を作出した．これら
の花は大型ではなかったが，４倍体作出の方法を初めて提示した．また，P. oblongataum(Hoarea節)とP. fulgidum(Li
guralia節)との間で相互交雑を行い，種間雑種後代(F1,F2およびBC1)を得た．これら植物個体では，Hoarea 節の特性
（花色，花色素および草姿など）の導入が認めら,新規特性を持つ品種育成の育種素材としての活用が期待できる． 

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to develop new commercial cultivars of Pelargonium, 
using wild species in Pelargonium section Hoarea, including some that have great potentials as breeding 
materials. Colchicine treatment to the leaf of in vitro plantlets and regenerated calli of P. rapaceum 
(Hoarea section) was carried out. Three tetraploid strains were induced. Although they did not produce 
large flowers, I propose an initial protocol for colchicine treatment to produce tetraploids of P. 
rapaceum. Reciprocal crosses between P. oblongatum (Hoarea section) and P. fulgidum (Ligularia section) 
were performed. Regardless of the seed parent, seeds could be obtained, and F2 and BC1 progeny, which was 
crossed with P. oblongatum, were also produced. In these progenies, the characteristics of P. oblongatum 
were observed in the color and pigment of flower and the shape of a plant. Therefore these progenies 
could be useful as breeding materials for producing promising new cultivars in Pelargonium.

研究分野： 農学

キーワード： Pelargonium属　Hoarea節　コルヒチン処理　種間交雑　組織培養　花色　花色素
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1. 研究開始当初の背景 

Pelargonium 属植物の染色体数の基本数は，

x=8,9,10,および11が報告されており，特にx=9

及び11の系列が多数を占める．染色体数や類縁

関係など系統分化に関する研究は多数報告され

ているが，園芸学・育種学に関する学術的な研

究は僅少である．申請者はこれまでに，

Pelargonium 属植物に関して，本属に特異的な

胚珠の選択的発達現象解明，雄性不稔性・交雑

親和性や類縁性，種間交雑による諸形質の変異

拡大，花色および組織培養法による植物体の再

生などの研究を行ってきている．Pelargonium

属野生種は17世紀初頭にイギリスに導入され，

以来，200 年以上もの間，ヨーロッパを中心に

育種され，数多くの園芸品種が育成された．園

芸品種は４グループに分類され，ヨーロッパや

北アメリカを中心に花色・草姿・香りなどが楽

しめる主要な花卉として親しまれている． 

一方で，既存品種の殆どがヨーロッパで育成

されており，日本の気候に適した品種の育成が

必要である．また，花卉産業においては多様性

が重要視され，常に新規性を持つ系統の作出が

切望され，これに対応すべく実用的研究が必要

である． 

 

２. 研究の目的 

Pelargonium 属の現存園芸種の成立には，野

生種 15 節のうちわずかに５節しか関与してお

らず，未活用の節（種）を育種素材に用いれば，

新規品種作出が期待できる．Hoarea 節植物は，

約 70 種から構成される多数の種を含有する大

きな節で，花色・花形・草姿・根形・休眠性な

ど，現存の栽培品種には存在しないユニークな

特性を数々持っているものの，既存の栽培品種

の成立には全く関与していない．従って，Hoarea

節は既存品種のイメージとは全く異なる栽培品

種を作出する重要な遺伝資源と位置づけられる．

そこで，本研究ではHoarea節野生種を育種素材

として変異拡大を図り，新規性・区別性に富む

優れた特性を持つ，鑑賞価値の極めて高い，か

つ，日本の気候に適した新規優良系統創出を試

みることとした． 

 変異の作出は，①Hoarea節野生種の葉片培養

にコルヒチン処理を加え，大きい花形を持つ 4

倍体系統を作出する，②Hoarea節とLigularia

節との間における種間交雑により行った． 

 

３. 研究の方法 

 Hoarea 節野生種の P. rapaceum を供試して 

葉片培養にコルヒチン処理を加え，大きい花形

を持つ 4 倍体系統を作出した.さらに，P. 

rapaceum(Hoarea節)とP. fulgidum（Ligularia

節）との種間雑種を作出し，Hoarea節野生種が

持たない，P. fulgidum の有する形質（四季咲

き性，常緑，草姿，強健など）をHoarea節野生

種に導入する ことで，ユニークな特性を持つ系

統を作出した． 

 

（１）P. rapaceum の4倍体系統の作出 

①葉片およびカルス培養 

 P. rapaceum の成熟葉からの幼植物再生は，

Sukhumpinijら(2010)によった． 

 

②再生幼植物の葉片およびカルスへのコルヒチ

ン処理 

葉片は，Murashige and Sckoog(MS)液体培地

(0.1mg/lNAA, 0.1mg/lBA, 30g/l シュークロー

ス, 6.5mg/l 寒天を添加) に種々のコルヒチン

濃度(0, 10, 1,000mg/l)と処理時間(24, 48, 72

時間)を組み合わせた培地で，振盪培養(100rpm)

した．葉片培養により形成されたカルスの処理

条件は，コルヒチン濃度(0, 1, 5, 10, 20mg/l)，

MS固体培地，暗黒下，30日間であった． 

 

③倍数性の判定 

再生植物体についての倍数性は，フローサイ

トメーターによるDNA量の測定，孔辺細胞，花

粉粒および花形の大きさの測定結果を，元の２

倍体植物と比較することで評価した．フローサ

イトメーター(Accuri C6, BD Biosciences,東

京)によるDNA量の測定は，Jadrná et al. (2009) 

の方法を参考に行った． 

 

④特性調査 

４倍体と推定された再生植物体について,花

色,花粉稔性および自殖による結莢率,種子稔性

などの諸特性を調査した．花色については，RHS

カラーチャートを用いた目視による調査と，色
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